
初冬恒例手作りみそ教室　
ウイメンズネットワーク洞爺湖

減災への認識深める
自治会連合会研修会

極寒を語る講演会　
洞爺湖町ＰＴＡ連合会研究大会

歌声響く　
第19回洞爺湖文化フェスティバル

　　極冒険家萩田泰永さんを招いて、洞爺湖町ＰＴＡ連合
　　会（大廣美紀子会長）の研究大会が、11月11日洞爺湖
文化センターで、子どもや保護者、町民ら約70人が参加し
て行われました。
　萩田さんは、毎年北極へ行き、今年から日本人初となる
北極点無補給単独徒歩をめざして活動しています。
　講演では、北極体験の映像を交えながら、目標達成に向
けたしっかりした準備や気象条件が日々変動する地形への
臨機応変な対応など過酷な体験談を披露。実生活に関連づ
けた話に、
参加者は、
興味深く
耳を傾け
ていまし
た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中、高校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が参加し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て楽器演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏や合唱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を披露す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る第19回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洞爺湖文
化芸術文化フェスティバル（同実行委員会主催）が、11月
16日、洞爺湖文化センターで開かれました。参加したのは、
虻田小学校、洞爺湖温泉小学校、とうや小学校、虻田中学
校、洞爺湖温泉中学校、洞爺中学校、虻田高校の合わせて
７校。
　主催者を代表して、洞爺湖温泉小学校の加賀谷真由美校
長が「日頃の成果を発揮して一生懸命演奏してください」
と挨拶し、虻田高校吹奏楽部の勇壮なロッキーのテーマで
スタート。最後に全員でマイバラードを合唱し、会場に大
きな声を響かせました。

　　イメンズネットワーク洞爺湖（青木佐智子代表）が、
　　11月15日初冬恒例のみそ作り教室を開催し、約35人が
参加して、手作りみその仕込みを楽しみました。
　農業改良センターの大沼千佐子さんを講師に、会員らは、
手慣れた手つきで、大豆15kgとこうじ15kgなどを練合せみ
そをつくりあげました。
　このほか11月15日の「昆布の日」に合わせて、地場産品
を使った沖縄風五目ごはん、昆布と野菜の和風ピクルス、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昆布巻き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のケチャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ップ煮の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三品を作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、出来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄えを確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認しまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
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修会が、
洞爺湖文
化センタ
ーで、防
災をテー
マに自治会役員ら100人が参加して行われました。
　今年度は、財団法人北海道生涯学習協会が主催する「道
民カレッジ連携講座」の一環として開催。
　北海道国際交流センター池田誠事務局長を講師に、「～
人生を豊かに過ごすために～『防災について』」と題して、
講演と図上訓練が行われました。
　各グループに分かれた図上訓練では、地震直後に何をす
るかなど具体的なテーマで論議を深めました。 手づくりみそ作りに挑戦する会員の皆さん手づくりみそ作りに挑戦する会員の皆さん
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